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「
元
気
が
持
ち
味
」
で
選
ば
れ
て

会長インタビュー

佐藤十九一氏（クボ製作所社長）

　
―
２
０
０
９
年
９
月
の
会
長

就
任
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
不
況
で
、
日
本
全
体
が
大
変

厳
し
い
経
済
状
況
に
置
か
れ
た

中
で
の
就
任
で
し
た
。

こ
う

い
う
不
景
気
な
時
は
明
る
い
人

が
会
長
に
適
任

、
と
い
う
声

が
会
の
中
か
ら
挙
が
り
、
元
気

が
持
ち
味
で
あ
る
私
が
選
ば
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
本
業
に

お
い
て
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
当
社

ク
ボ
製
作

所

も
売
り
上
げ
が
か
な
り
落

ち
る
な
ど
厳
し
い
状
態
で
し

た
。
た
だ
、
お
か
げ
さ
ま
で
現

状
は
仕
事
量
が
戻
り
、
忙
し
さ

が
続
い
て
い
ま
す
」

　
―
今
年
の
新
潟
産
業
人
ク
ラ

ブ
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
く
お
考
え
で
す
か
。

　
「
私
と
し
て
は
、
あ
れ
も
こ

れ
も
で
は
な
く
、
ま
ず
で
き
る

こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
、
１
年
か
け

て
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ
全
会
員

の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
方
々
が

ど
ん
な
事
業
を
な
さ
っ
て
い
る

の
か
、
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
会
長
で
あ

る
私
が
率
先
し
て
や
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
」

　
―
全
国
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と

ど
う
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
か
。

　
「
他
地
区
の
産
業
人
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
を
積
極
的
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
２
０
１
０
年

は
、
東
京
、
埼
玉
、
福
島
、
い

わ
き
各
産
業
人
ク
ラ
ブ
合
同
に

よ
る
工
場
見
学
会
、
交
流
会
を

新
潟
で
開
き
ま
し
た
。
当
社
の

工
場
も
大
勢
の
皆
さ
ま
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
夜

に
は
温
泉
旅
館
で
泊
ま
り
が
け

で
の
懇
親
会
を
実
施
す
る
な
ど

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
１
年
に
１
回

は
、
新
潟
の
近
隣
や
関
東
圏
の

ク
ラ
ブ
と
合
同
で
泊
ま
り
が
け

の
見
学
会
な
ど
を
開
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
県
外
の
ク
ラ

ブ
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

仕
事
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
な

く
、
お
互
い
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
の
情
報
交
換
が
で
き
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
楽
し

む
こ
と
も
大
事
で
す
」

　
―
会
員
数
増
加
へ
の
取
り
組

み
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
１
人

１
社
以
上
紹
介
し
て
も
ら
う
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
新

潟
産
業
人
ク
ラ
ブ
で
は
一
年
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
し

て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
行
事

に
、
会
員
以
外
の
方
を
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
招
く
な
ど
し

て
、
入
会
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
ク

ラ
ブ
が
主
催
す
る
講
演
会
な
ど

に
外
部
の
方
が
参
加
さ
れ
た
時

に
は
入
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
配
り
、
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
」

　
―
今
後
の
方
向
性
は
。

　
「
若
い
方
に
ど
ん
ど
ん
入
っ

て
き
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
活
性

化
し
て
い
き
た
い
で
す
。
新
規

会
員
に
関
し
て
は
社
長
、
会
長

に
限
ら
ず
、
専
務
、
常
務
ク
ラ

ス
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
入
会
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

現
在
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
自
身

の
ご
子
息
な
ど
、
２
代
目
に
な

ら
れ
る
方
々
を
会
の
行
事
に
呼

ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

「
社
長
会
」
開
き
自
己
啓
発

昨年９月の第 回定時総会での記念撮影

新
潟
モ
ノ
づ
く
り
ツ
ア
ー

で
ク
ボ
製
作
所
を
訪
問

講
演
会
や
見
学
活
発
に
活
動

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐
藤
十

九
一
会
長

ク
ボ
製
作
所
社
長

は
、
新
潟
県
内
に
事
業
所
を
持
つ

経
営
者
で
構
成
す
る
前
身
の
「
先

端
技
術
研
究
会
」
に
、
新
潟
産
業

人
ク
ラ
ブ
が
融
合
し
て
で
き
た
会

員
数

人
の
異
業
種
交
流
会
。

「
人
脈
づ
く
り
」
を
目
的
に
会
員

間
の
交
流
は
も
と
よ
り
、
県
内
の

多
く
の
企
業
、
大
学
、
団
体
と
の

交
流
・
行
事
な
ど

年
間
に
わ
た

り
活
動
し
て
き
た
。

◇
　
　
◇

　
ク
ラ
ブ
で
は
毎
月
１
回
「
社
長

会
」
を
開
き
経
営
、
技
術
な
ど
の

テ
ー
マ
で
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
で
学

び
自
己
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
講

演
会
は
産
業
、
科
学
、
経
営
、
文

化
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
講
師
を

依
頼
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
課
題
を

聴
講
し
て
、
経
営
者
の
勉
強
の
場

と
し
て
い
る
。

　
年
間
２
、
３
回
の
見
学
会
で

は
、
国
内
外
の
最
先
端
の
生
産
現

場
や
研
究
機
関
の
研
究
開
発
な
ど

を
見
聞
し
て
技
術
・
生
産
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
た
。
ま

た
、
情
報
交
換
会
で
は
会
員
相
互

の
会
社
を
見
学
し
た
り
、
少
人
数

が
集
ま
り
経
営
の
た
め
に
な
る
情

報
を
話
し
合
っ
た

り
し
て
き
た
。
春

と
秋
に
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
だ
り
、
若

手
の
会
や
釣
り
の

会
な
ど
活
動
も
活

発
に
行
っ
て
い

る
。

　
２
０
１
０
年
の

活
動
を
振
り
返
っ

て
み
る
。
１
月

日
は
前
週
に
降
っ

た
大
雪
も
消
え
晴

天
の
暖
か
い
気
候

の
新
潟
市
で
、

「
新
春
講
演
会
・

新
年
会
」
を

人

参
加
で
開
催
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
お
笑
い
研
究

会
の
中
川
政
雄
代

表
が
、
笑
い
の
重
要
性
を
実
体
験

を
交
え
て
講
演
。
和
や
か
に
賀
詞

交
歓
し
た
。

　
２
月

―

日
に
は
東
京
・
浜

松
町
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

で
、
日
刊
工
業
新
聞
社
主
催
の
受

発
注
商
談
会
「
モ
ノ
づ
く
り
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
２
０
１
０
」
が
開
か

れ
、
新
潟
か
ら
６
社
が
参
加
、
計

社
が
熱
心
に
商
談
し
た
。

日

は
「
ホ
ン
ダ
埼
玉
製
作
所
見
学

会
」
を
開
き
、
東
京
産
業
人
ク
ラ

ブ
と
合
同
で

人
が
参
加
し
た
。

　
４
月

日
は
三
条
市
で
「
社
長

会
」
を
開
い
た
。
進
展
工
業
、
エ

ル
メ
ッ
ク
電
子
工
業
、
加
藤
研
削

工
業
、
イ
オ
カ
電
子
の
４
人
が
会

員
ス
ピ
ー
チ
。
長
岡
技
術
科
学
大

学
の
高
田
雅
介
副
学
長
は
同
大
学

が
進
め
る
「
次
世
代
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
拠
点
事
業
」
に
つ
い
て

熱
心
に
説
明
し
た
。

　
５
月

日
は
長
岡
市
で
「
企
業

見
学
会
」
。
東
海
鉄
工
所
と
ク
リ

ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
２
社
を
見

学
。
参
加
者
は

人
。
夕
方
か
ら

「
社
長
会
」
を
開
き
、
長
岡
技
術

科
学
大
学
の
新
原
皓
一
学
長
の
講

演
を
聞
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

や
考
え
方
、
同
大
の
取
り
組
み
や

人
材
育
成
な
ど
を
話
し
た
。

　
６
月
９
日
は
新
潟
市
で
「
社
長

会
」
を
開
催
。
新
潟
市
役
所
内
に

新
潟
Ｉ
Ｐ
Ｃ
が
開
設
し
た
「
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
百
合
岡
雅
博
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
説
明
。
会
員
ス

ピ
ー
チ
は
日
東
熱
乾
工
業
の
御
守

修
一
所
長
と
新
潟
テ
ク
ノ
の
佐
々

木
崇
社
長
が
担
当
し
た
。
同
月

日
に
は
、
新
潟
、
東
京
、
群
馬
、

埼
玉
な
ど
５
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
長

野
県
の
経
営
者
の
計
約

人
が
参

加
し
て
「
合
同
企
業
見
学
会
」
を

長
野
市
で
開
い
た
。
初
日
は
日
本

機
材
を
見
学
し
、
そ
の
後
は
酒
造

場
を
訪
ね
て
試
飲
。
翌
日
は
オ
リ

オ
ン
機
械
を
見
学
し
た
ほ
か
、
善

光
寺
参
り
で
交
流
を
深
め
た
。

　
同
月

日
は
若
手
の
会
の
６
人

が
懇
親
会
を
開
き
、
元
気
な
会
話

で
盛
り
上
が
っ
た
。
同
月

日
は

長
岡
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
恒
例

の
「
春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
に

人
が
参
加
。
優
勝
は
ヒ
ー
ト
ロ
ッ

ク
工
業
の
西
田
浩
之
氏
、
準

優
勝
と
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
同

社
の
白
石
英
治
社
長
。

　
７
月
６
日
は
新
潟
市
で

「
社
長
会
」
を
開
い
た
。
河

井
継
之
助
記
念
館
の
稲
川
明

雄
館
長
が
「
な
ぜ
今
、
坂
本

龍
馬
が
必
要
な
の
か
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
。
会
員
ス

ピ
ー
チ
は
中
村
ガ
ラ
ス
の
中

村
勉
社
長
、
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー

ト
の
増
田
勝
弥
社
長
。

　
８
月

日
は
「
社
長
会
・

納
涼
会
」
を
開
い
た
。
会
員

ス
ピ
ー
チ
は
高
橋
土
建
の
高

橋
三
樹
男
社
長
、
山
之
内
製

作
所
の
山
内
慶
次
郎
社
長
、
コ
イ

デ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
小
出
茂

社
長
が
近
況
を
ス
ピ
ー
チ
。
さ
ら

に
同
月

日
は
新
潟
市
の
朱
鷺
メ

ッ
セ
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
い
た
。
４
社

人
の

中
堅
と
新
人
社
員
が
参
加
。

　
９
月
１
―
４
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
た
ロ
シ
ア
視
察
に
７
人
と
名

古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ
か
ら
３
人
が

参
加
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
や
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
を
視
察
。
同
月

日
は

新
潟
市
で
「
第

回
定
時
総
会
」

を

人
出
席
で
開
催
し
た
。
２
０

１
０
年
度
は
行
事
参
加
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
前
期
決
算
と

次
期
予
算
が
了
承
さ
れ
た
。
副
会

長
を
務
め
て
い
た
エ
ル
メ
ッ
ク
電

子
工
業
の
松
永
巌
社
長
と
イ
オ
カ

電
子
の
井
岡
秋
夫
社
長
は
、
役
員

改
選
に
よ
り
会
計
監
査
に
就
い

た
。

　
夕
方
か
ら
健
康
計
測
機
器
メ
ー

カ
ー
の
タ
ニ
タ
前
会
長
の
谷
田
大

輔
氏
が
会
社
経
営
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
は
新
潟
県
の

神
保
和
男
副
知
事
が
祝
辞
を
述

べ
、
日
刊
工
業
新
聞
社
の
佐
野
友

昭
専
務
が
乾
杯
の
音
頭
。
新
潟
大

学
の
仙
石
正
和
副
学
長
、
新
潟
工

科
大
学
の
布
村
成
具
学
長
、
新
潟

経
営
大
学
の
蛯
名
保
彦
学
長
、
新

潟
県
産
業
労
働
観
光
部
の
長
谷
川

誠
副
部
長
、
県
工
業
技
術
総
合
研

究
所
の
嶽
岡
悦
雄
所
長
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
佐
々
木
龍
彦
事
業

統
轄
を
来
賓
に
招
い
た
。

　

月

―

日
は
福
島
、
い
わ

き
、
東
京
、
埼
玉
、
新
潟
の
各
産

業
人
ク
ラ
ブ
の
計

人
が
「
産
業

人
ク
ラ
ブ
交
流
会
・
新
潟
モ
ノ
づ

く
り
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
ク
ボ
製

作
所
、
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ダ

イ
ニ
チ
工
業
、
燕
市
産
業
史
料
館

な
ど
を
見
学
し
た
。

　

月

―

日
の
日
程
で
韓
国

工
場
視
察
ツ
ア
ー
に
４
人
が
参

加
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
Ｌ
Ｇ
電
子
な

ど
５
社
を
見
学
。

　
同
月
９
日
は
湯
田
上
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
で
「
秋
季
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
に

人
が
参
加
。
優
勝
は
双

方
通
信
工
業
の
樋
口
正
仁
社
長
、

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
ヒ
ー
ト
ロ
ッ
ク

工
業
の
白
石
英
治
社
長
が
そ
れ
ぞ

れ
獲
得
し
た
。

　

月

日
は
忘
年
会
を
村
杉
温

泉
の
長
生
館
で

人
の
参
加
で
開

催
。
全
員
が
一
言
ス
ピ
ー
チ
で
近

況
紹
介
。

　
同
月

、

日
は
神
奈
川
県
異

業
種
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
議
と
共
催

で
、
関
東
学
院
大
学
生
ら

人
が

来
県
し
て
会
員
４
社
の
「
モ
ノ
づ

く
り
企
業
見
学
会
」
を
開
い
た
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２５日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


